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捗報告（2021年秋）
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磁気再結合は、磁場中に蓄えられて磁気エネルギーを解放し、そのエネルギーを運動エネルギー、熱エネルギー
に短時間で変換することが出来るプラズマプロセスである。そしてこの磁気再結合は、効率的な粒子加速のため
の環境を形成する機構として注目されている。例えば、太陽フレアはこの磁気再結合によって駆動されており、解
放された多くの（時に半分以上もの）エネルギーが粒子の加速に使われていることが知られている大変優秀な加
速器である。しかし、その加速機構については未だ未解明である。その理由は、太陽フレアのシステムとしての
複雑さにある。太陽コロナ中で生じる磁気再結合は、様々なプラズマ構造（電流シート、プラズモイド、衝撃波、
乱流、磁気ループ構造など）を形成するが、これらの各構造はエネルギーの変換器（加速器）として作用すること
ができる。つまり、加速器としての太陽フレアを理解するためには、これらの構造を取りまとめシステムとして
理解する必要があるのである。しかし、これまでの研究は、観測も理論も各構造を切り出しての研究しか行われ
ておらず、このため太陽フレアにおける粒子加速は謎のままとして残っている。そこで我々は、観測・理論の両
面で、太陽フレアをシステムとして研究する取り組みを行っている。本講演では、これらの進捗状況を紹介する。


